
ねんりんピック彩の国さいたま２０２６ 

開催 1年前イベント企画業務委託プロポーザル審査要領 

 

１ 審査対象となる事業者 

  審査対象者は、次に掲げる要件のいずれにも該当するプロポーザル参加者（以下「参加者」という。）

とする。 

（１）別途定める「ねんりんピック彩の国さいたま２０２６開催 1年前イベント企画業務委託プロポ

ーザル実施要領（以下「実施要領」という。）」に規定する参加資格を有していること。 

（２）実施要領に規定する期限内に、必要な書類を全て提出していること。 

（３）実施要領及び企画提案書作成要領に基づき、適正に書類を作成していること。 

 

２ 審査項目及び配点 

  総合点数は１００点とし、審査項目及び配点は次のとおりとする。 

（１）実施内容（６５点） 

ア 提案内容（４５点） 

イ 集客効果、広報・ＰＲ方法（１０点） 

エ 事業の独創性（１０点） 

（２）実施計画（１０点） 

業務遂行計画（１０点） 

（３）実施体制（１５点） 

ア 業務実施体制（５点） 

イ 業務経験（１０点） 

（４）経費見積（１０点） 

所要経費の積算金額の透明性・経済性（１０点） 

 

３ 審査方法 

（１）審査は、別途設置する「ねんりんピック彩の国２０２６開催 1年前イベント企画業務委託プロ

ポーザル審査委員会」（以下「審査委員会」という。）を開催して行う。 

（２）審査委員会では、提出された企画提案書とプレゼンテーションに対する審査を行う。 

（３）プレゼンテーションの時間については、１参加者あたり４０分以内（説明２５分以内、質疑応

答１５分以内）とする。 

（４）説明者（補助者を含む。）は、１参加者あたり４名以内とする。 

（５）説明で使用する資料は、あらかじめ提出した企画提案書のみとする。 

（６）説明順は、参加申込書を受理した順番とする。 

（７）審査委員会の委員（以下「委員」という。）は、「５ 審査基準」に基づいて採点する。 

 

４ 業務委託候補者の選定方法 

（１）企画提案ごとに採点した点数（１００点満点）の平均を評価点とし、評価点が最も高かった者

を最優秀提案事業者として業務委託候補者とする。 



（２）評価点が最も高い者が複数いる場合は、各委員の協議により、業務委託候補者を選定する。 

（３）参加者が１者のみの場合であっても、プレゼンテーション・審査を行ったうえで、業務委託候

補者を選定する。 

（４）上記（１）～（３）のいずれの場合も、評価点が６０点未満の場合は業務委託候補者として選

定しない。 

 

５ 審査基準 

審 査 項 目 審 査 基 準 配 点 

１実施内容 （１）来場者が会場全体をスムーズに回遊できるような会場レイアウト

やイベント構成となっているか。 

５ 

（２）オープニングセレモニーは事務局が提示した内容に沿っていてス

ムーズな運営を実現する内容となっているか。 

５ 

（３）カウントダウンボードの披露は来場者の目を引く効果的な演出と

なっているか。 

５ 

（４）大会テーマソングの披露は来場者の目を引く効果的な演出となっ

ているか。 

５ 

（５）トークショーは埼玉県にゆかりがありＰＲ効果も期待できる出演

者が選定されていて、その内容は本イベントに適したものとなっ

ているか。 

１０ 

（６）開催種目等の競技体験やＰＲブース出展は、会場が商業施設とい

う特殊性を踏まえ、安心・安全に実施できる運営方法となってい

るか。また、各ブースの運営をサポートする十分な人員が配置さ

れているか。 

１０ 

（７）啓発イベントは、高齢者の健康増進や生きがいづくりを後押しし、

さらにこども達や家族連れなども楽しめるような内容となってい

るか。また、体験・販売コーナー等の出展者の提案がされている

か。 

５ 

（８）県内外から多くの来場者を呼び込むような広報・ＰＲの提案がさ

れているか。 

５ 

（９）商業施設内の来場者を本イベント会場に誘導するような広報・Ｐ

Ｒの提案がされているか。 

５ 

（10）独自の提案があり、その内容が効果的であるか。 １０ 

２実施計画 （１）本業務を遂行するにあたり、無理なく実現可能な計画となってい

るか。 

１０ 

３実施体制 （１）事業を展開するために業務を総括する総合責任者の配置をはじめ ５ 



効果的・効率的な業務実施体制が構築されているか。また、事故

等のトラブルに対する危機管理体制も整っているか。 

（２）本事業に関連する事業において、良好な実績を有しており、知識、

経験及びノウハウ等を十分に活かすことが期待できるか。 

１０ 

４経費見積 （１）必要と考えられる経費が計上され、積算内訳や根拠が正しく示さ

れているか。 

５ 

（２）限られた予算の中で最大限の効果が期待できるものとなっている

か。 

５ 

合 計 １００ 

 

 


